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〜１種委員会座談会〜

大会記録●県内大会　１種 ・２種・３種

大会記録●県外大会　４種・女子　

インフォメーション 技術委員会/審判委員会/JFAガールズサッカーフェスティバル開催・編集後記

「第１０回埼玉県第４種サッカーリーグ」開幕・天皇杯埼玉県代表は２年連続、東京国際大学

熱中症対策のガイドラインについて～２０１６年度第１回運営会議～ ・施設委員会より　

キーワードは「組織力向上」と「連携」２０１６年度に向けて委員長インタビュー／岡田泉審判委員長

強化？グラウンド確保？社会人リーグを１種リーグに〜１種委員会座談会〜

「第１０回埼玉県第４種サッカーリーグ」開幕

埼玉県代表は２年連続、東京国際大学
〜平成２８年度彩の国カップ 第２１回埼玉県サッカー選手権大会〜

　４月９日から「第１０回埼玉県第４種サッカーリーグ」が開幕し
ました。今年は５５ブロック４８４チームによって開催されることに
なりました。今年のトピックは、少女チーム１８チームが２ブロッ
クに分かれて参加することになったことです。各ブロックを勝ち
上がった少女チームは、「４種選手権大会」では少年チームと対
戦することとなります。きっと、双方に刺激のある試合となるこ
とでしょう。少年チームにも少女選手は多くなっており、積極的
な交流をすることで、更なる底辺が広がることを期待しています。
　リーグ戦はホーム＆アウェイですので２度同じチームと対戦し
ます。子どもたちには、トライすることで成長してほしいと願っ
ています。指導者の皆さんの働き掛け次第です。よろしくお願
いします。

　３月２０日に「彩の国カップ」決勝が行
われ、東京国際大学が FC TIU を３対
１で下し、優勝しました。これにより、
東京国際大学は埼玉県代表として、第
９６回天皇杯全日本サッカー選手権大
会に出場することになりました。
　なお、平成２９年度から「天皇杯全
日本サッカー選手権大会」は４月か
ら開催されることになりました。今
後、彩の国カップだけでなく、全国
的に天皇杯予選は３月下旬に開催す
ることになりましたので、よろしくお
願いします。

優勝　東京国際大学体育会サッカー部
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熱中症対策のガイドラインについて ～２０１６年度第１回 SFA 運営会議～ 

施設委員会より ～天然芝・人工芝におけるスポーツ飲料の影響

　５月７日に２０１６年度第１回 SFA 運営会議を開催しました。今
回は、ＪＦＡ競技運営部の西澤和剛部長をお招きし、３月にＪＦＡ
理事会で決定された「熱中症対策のガイドラインについて」の意
見交換を行いました。
熱中症対策のガイドラインの概要……http://www.jfa.jp/
about_jfa/report/PDF/k20160310_6.pdf　参照

【大会 / 試合スケジュールの規制 ( 事前の準備 )】
大会 / 試合を開催しようとする期間の各会場（都市）における、
過去５年間の時間毎のWBGT（暑さ指数）の平均値を算出し、そ
の数値によって大会 / 試合スケジュールを設定する。必要に応じ
て、試合時間を調整して早朝や夜間に試合を行う、ピッチ数を
増やす、大会期間を長くするなどの対策を講じる。
※過去のWBGT値は環境省『熱中症予防情報サイト（http://
www.wbgt.env.go.jp/record_data.php）』からダウンロード
できる。
■	WBGT=３１℃以上となる時刻に、試合を始めない。（キックオ

フ時刻を設定しない。）
■	WBGT=３１℃以上となる時刻が試合時間に含まれる場合は、

事前に『JFA 熱中症対策 ※1<A>+<B>』を講じた上で、試合
日の前日と翌日に試合を行わないスケジュールを組む。

■	WBGT=２８℃以上となる時刻が試合時間に含まれる場合は、
事前に『JFA 熱中症対策 ※1<A>』を講じる。

▽クーラーが無い体育館等の屋内で試合を行う場合も、上記と
同じ基準で対策を講じる。

▽屋根の無い人工芝ピッチで試合を行う場合は、天然芝等に比
べて WBGT 値の上昇が見込まれるため、上記の値から−３℃
した値を基準とする。

−WBGT=２８℃以上となる時刻は、屋根の無い人工芝ピッチは
原則として使用しないとする『JFA 熱中症対策 ※1<A>+<B>』
を講じなければならないため、使用不可とする。
－WBGT=２５℃以上となる時刻が試合時間に含まれる場合は事
前に『JFA 熱中症対策 ※1<A>』を講じる。
これらの規制・対策以外にも表面温度の上昇による足底部の低
温やけどや擦過傷の危険性を考慮すること。
JFA 熱中症対策 <A>
①	ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。
	 ※全選手 / スタッフが同時に入り、かつ氷や飲料等を置ける
スペース。

	 ※スタジアム等に備え付けの屋根が透明のベンチは、日射を
遮れず風通しも悪いため使用不可。

②	ベンチ内でスポーツドリンクが飲める環境を整える。
	 ※天然芝等の上でも、養生やバケツの設置等の対策を講じて

スタジアム管理者の了解を得る。
③	各会場に WBGT 計を備える。
④	審判員や運営スタッフ用、緊急対応用に、氷・スポーツドリンク・
経口補水液を十分に準備する。

⑤	観戦者のために、飲料を購入できる環境（売店や自販機）を
整える。

⑥	熱中症対応が可能な救急病院を準備する。特に夜間は宿直医
による対応の可否を確認する。

⑦	[Cooling Break] または飲水タイムの準備をする。
JFA 熱中症対策 <B>
⑧	屋根の無い人工芝ピッチは原則として使用しない。
⑨	会場に医師、看護師、BLS（一次救命処置）資格保持者のい
ずれかを常駐させる。

⑩	クーラーがあるロッカールーム、医務室が設備された施設で
試合を行う。

　すでに各方面で新年度の日程調整は終わっている中でのガイ
ドラインの発表でしたので、出されたガイドラインに対して、ど
のように取り組めばいいのかということが大きな問題でした。埼
玉県内の場合、この数年の実績では７月と８月の日中のほとんど
が WBGT＝３１℃以上になっています。
　西澤部長からの説明の中から気になったことは「<B> に関し
ては、ＪＦＬやなでしこリーグでも対応できないので、かなりハ
ードルが高い」とのことでした。
　また西澤部長からは、キックオフ時間の繰り上げ、繰り下げな
どの取り組みを提案されましたが、県レベルでは施設的に対応
できるグラウンドが多いとは言えません。また夏場に全国大会
を行うために、６月前後はその予選が県内でも開催されますが、
５月末から６月は体が暑さに慣れていないために、７月、８月同様
の対策が求められます。ですから、県内だけの自助努力だけで
なく、ＪＦＡさらには高体連、中体連を含めた全国大会の開催時
期の見直しを核とした抜本的な改革が急務だと考えています。
　横山会長からは「このガイドラインは『命が大事だから作った』
という話ではなく、責任問題から起因しているもの。『これを守
れば絶対大丈夫です』というガイドラインを作らなければ意味
がない。また『できる限り対応してほしい』というのは、おかしい。
今年、何かあったらどうするのか？　説明が必要ではなく“精神”
が必要だ。ＪＦＡから６月から９月はサッカーをするなと言ってく
れたほうがわかりやすい」。
　この会議を踏まえて、各連盟でどのように対応するのかを検
討していただくことになりました。少なくとも埼玉県内では、「大
会のため」ではなく「選手たちの命を守る」という観点から日程
調整をしていきたいものです。

　天然芝に糖分の高い飲料をこぼすと、栄養過多で芝は枯れて
しまいます。人工芝もスポーツ飲料をこぼすと、人工芝が変色し
たり、ゴムチップが変質し硬くなることがあります。
　スポーツ飲料を５０％以上に薄めた場合、天然芝でも人工芝で
も多少影響はありますが、飲水は可能と言われています。実際
には各競技場のルールがありますので、主催者が会場毎に確認
してください。
　現在、確認してされている競技場は、
①埼玉スタジアム
　メイン・第２・第３・第４とも、５０％以上に薄めれば可
　（ただし、事前に許可をもらう）。
②浦和駒場スタジアム
　メイン・サブグラウンドとも、５０％以上に薄めれば可
　（ただし、事前に許可をもらう）。
　なお、陸上の走路上でのスポーツ飲料の飲水は禁止。
③ NACK5スタジアム大宮
　５０％以上に薄めれば可（ただし、事前に許可をもらう）。
④堀崎グラウンド
　５０％以上に薄めれば可（ただし、事前に許可をもらう）。
⑤秋葉の森

　水以外は禁止。ただし、ベンチ内のスポーツ飲料は可。
⑥熊谷スポーツ文化公園陸上競技場
　５０％以上に薄めれば可。
　（ただし、事前に許可をもらう）。
　なお、陸上の走路上でのスポーツ飲料の飲水は禁止。
その他
・試合が終わった後、飲水ボトルの中身をそのままピッチに撒く
行為が見かけられます。このような行為は止めてもらいたいと競
技場から言われています。
・天然芝・人工芝とも副審サイ
ドの痛みが多いです。できる
限り副審はトレーニングシュー
ズでできないでしょうか。

北ゴール内の芝生の傷み（７月２６日埼玉国際ジュニア大会）
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新年度を迎える中、新たな取り組みを目指すことにした審判委
員会について、岡田委員長に話を伺いました。

「組織力を上げる」ということ
——先日の理事会において、審判委員会内に「部会」を設立するこ
とを承認されました。組織改革ということでしょうか。その意図
をお聞かせください。
岡田　今回、７つの部会を承認していただきました。総務部会、
指導者部会、強化部会、育成部会、登録普及部会、競技部会、
フットサル・ビーチサッカー部会です。
　意図としては２つあります。一つは、SFAの中にいろいろな委
員会がありますが、どれも組織立っているかと聞かれると、正直、
見えてないところもあります。私が副会長ということもあります
が、審判委員会そのものが「オープンにやっていますよ」という
ことを知ってもらおうと、審判委員会自ら発信しようと思ったか
らです。残念ながら、いくら人が多くいても、また能力の高い人
が集まっていても、“組織”にならなければ、やろうとしているこ
とが大きくなっていきません。
　もう一つは、これまでの審判委員会の中で、昨年までの組織
がこれまでの中でも最も組織立っていたと思うのですが、仕事
量が多くなったのでさらに細分化をしたいと思ったからです。た
だ、だからと言ってその部会だけに「お任せします」ではなく、部
会と部会で連携してくれることを期待しています。このコラボが、
組織力を上げてくれるのではないかと期待しているところです。
　あとは当然ですが、一人の人がリタイアしたら、滞ってしまう
ようでは“組織”とは言えません。そのケアもありますし、審判
委員会だけではなく、ＳＦＡそのものが「これからどうすればいい
のか」という段階に入ると思われます。そういうことを考えて集
約する必要性があると考えているのです。
——審判委員会の活動を刷新することで、他の委員会が刺激を受
けてくれることを願い、さらにはＳＦＡそのものの活性化も目指し
ているということですね。
岡田　情報伝達も議論にしても、何事もオープンにしなければ
なりません。思うのです、それぞれの委員会が何をやっている
のか？と。それぞれが組織立って活動することによって、もっと
いいサッカーができるようになり、いい選手が出て来るのでは
ないかと思っています。
——大きな話になりますね。そもそもですが、他の委員会はとも
かく、審判委員会内には以前から「部会」はありましたよね。
岡田　外から見て、何をやっているかわかりましたか？もちろん
活動していましたが、例えばわざわざ理事の皆さんには報告し
ていませんでした。だから皆さんは、わかっていただけてなかっ
たと思います。それをこれからは理解してもらおうということで
す。こういうトライが今後に向けたトライということでしょうか。
　あとは仕事の増加に伴う細分化して対応しようと思っていま
すが、ある程度は部会長に委ねようと思っています。委員長の
私も、副委員長の濱名さん（哲也氏）も部会に所属して、限られ
た予算の中での効率を上げていきたいと考えています。当然、
部会長の考えに従います。ただ、先ほども言いましたが、それ
ぞれの部会は独立したものではなく、他の部会と協力して事業
を進めてほしいと願っていますし、それこそ他の委員会や連盟
などの組織と連携してほしいのです。

審判の質の向上こそサッカーの質を向上させる
——具体的に進めていきたい事業を例にして説明していただけま
すか。
岡田　３、４級のレベルアップが急務と考えています。これは登録
普及部会にお願いすることになるのですが、ＳＦＡの内部組織で
ある「４地域連絡協議会」を通じて、全市町ＦＡを取り込み、情
報をスムーズに伝達する必要性を感じています。市町ＦＡと連携

することで、もっと裾野が広い
審判のピラミッド化ができるの
ではないでしょうか。審判登録
者は約２万人もいるのです。トッ
プレフェリーを目指すのはユース
審判や大学生だけでなく、それ
ぞれの地域にいると思うのです。
人材の育成・発掘をどうしていく
のか。登録普及部会が中心にな
って、他の部会にも考えてもらいたいのです。
　もう一つ。これまでの指導部会は、４級審判を３級に、３級審
判を２級に昇格させることが仕事でした。でも、それだけでは“組
織”としてイマイチなんです。各市町ＦＡに審判インストラクター
を１名以上置くことを目標に掲げてきました。特に４級から３級
を目指す際、各市町ＦＡの審判インストラクターの推薦が必要と
していました。やはり「いいな」と感じることができる“目”が無
いとピックアップできません。またそういう人が地域の一人はい
てくれないと、こちらが言っていることを理解していただくこと
が難しいということもあります。ここからは反省でもありますが、
まだ審判インストラクターがいない市町ＦＡがありますし、審判
インストラクター講習会を開催しても、インストラクターという
ステイタスに甘んじていらっしゃるせいなのか、講習会への出席
率は高くないのが現状です。
　実際には昨年、ＪＦＡが始めたレフェリーキャラバンを早々に開
催していただきましたし、今年もＪＦＡが掲げる審判アカデミー
構想にも協力していこうと考えています。
　サッカーそのものをよくするためにも、とにかくボトムアップ
をしなければならないと考えています。
——サッカーの質を上げるには、審判の質を向上させることが急
務だということですね。
岡田　当たり前のことです。選手がいないと試合ができません。
　これは個人的に思っていることですが、サッカーの技術はト
レーニングを通じて指導者は教えられるのでしょうが、サッカ
ーそのものは指導者がレフェリングを通じて教えるものではな
いでしょうか。低年齢の子どもたちには特に感じますね。その
ためには、審判の度量の大きさが重要です。
　では、今の審判委員会のメンバーは、試合を通じてサッカー
を教えられるか？と聞かれたら、教えられないかなと思うので
す。もちろん、選手にアドバイスしても、その言葉に感じるかど
うかは、選手次第ですけどね。
——指導者は試合のときにはピッチに入れないことを考えると、

「サッカー」そのものの指導となると、審判の関わり方が重要で
すね。
岡田　そういうことだと思っています。
　そういうことを踏まえた事業が「アフター１０」です。４種の試
合に限ってですが、試合後、しかるべき人に両チームの指導者
と審判を交えて、試合を振り返ってもらっています。担当できる
人は指導者ライセンスと審判インストラクターの両方を持って
いる人に限られているので、非常に人数は少なく、決勝大会の
上位カードしかできていないのが現状です。一番重要な市町大
会でできないのが残念です。本来は技術委員会と連携して行い
たい事業なのですが、現状では単独で行わざるを得ず、今のま
まだと審判インストラクターに指導者ライセンスを取ってもらっ
て進めていくしかないのかなと。福田技術委員長とは話し合い
をしていきたいと思っています。
——やはり、連携が必要ですね。
岡田　そうです。様々な可能性や力を持つ人たちが結集するこ
とで、まだまだ埼玉のサッカーは発展する基盤を持っていると
思っています。だから、組織化が急務なのです。そして「埼玉サ
ッカー」というブランディングを目指したいものです。

キーワードは「組織力向上」と「連携」
２０１６年度に向けて委員長インタビュー／岡田泉審判委員長

岡 田  泉  審判委員長
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　この４月、１種委員長に県大学連盟の代表理事である植松
孝博氏（尚美学園大学）が就任しました。６月に県社会人連盟
の会長に就任が内定している富岡孝三氏（現、県社会人連盟
副会長／川口ＳＣ代表）と、「１種」の現状とこれからについ
て語ってもらいました。

大学生チームが社会人リーグにいてもいいのか？
——まずは植松さん、１種委員長就任、おめでとうございます。

植松　ありがとうございます。１種は社会人、自治体、そして大
学のカテゴリーを登録上、総称した集まりです。この三者がどの
ようにして協力して発展させていくかが大きな課題になると思っ
ています。
　現状としては、１０年前であれば社会人と大学と言えば、本当に
お互いが遠い存在でした。それが大学側からの見方ではありま
すが、県社会人連盟さんは我々に対してよくしてくださっていま
す。かなり距離感は縮まっていると思います。今後も仲良くとい
うか、一緒になってこの「１種」のカテゴリーをサッカー的に強く、
よくしていきたいと思っています。
　埼玉県は、この「１種」の登録者数も多く、「レッズとアルディ
ージャに続け」ではないのですが、アマチュアとしてもナンバー
ワンとなるようアピールできればいいですね。そのためにも、ま
ずは県民の皆さん、子どもたちに対して「１種」の認知してもら
えるように努力しなければなりません。

——ありがとうございます。富岡さん、この植松さんの言葉を
受けて、社会人連盟から見た「１種」についてお話をお願いで
きますか。

富岡　改めて、植松さん、よろしくお願いします。
　さて、最初から提案になってしまうかもしれませんが、私がこ
のところ思っていることであり、今回の県社会人連盟の会長就
任に合わせて皆さんにお話をしようと思っていることをお伝えし
たいと思います。
　JFL（日本フットボールリーグ）は社会人のリーグですが、旧
JFL（１９９２〜９８年、ジャパンフットボールリーグ）を含めて大学
のチームが加入するようになりました。最初は国士舘大学、静
岡産業大学、そして今では流通経済大学があり、埼玉からは東
京国際大学のFC TIU （関東２部）が追随しようとしています。こ
の状況を見て、このままでいいのか？　と考えているところです。
JFLも関東サッカーリーグも県社会人リーグも「社会人リーグ」
なんです。そこが今、大学に浸食されているのです。
　埼玉県内では東京国際大学が県１部のＦＣドルフィンズをはじ
め、多くのチームが登録しており、植松さんが指導している尚美
学園大学のクラブフェニックスは県１部、駿河台大学は県３部リ
ーグ、共栄大学は春日部市リーグに加盟しています。
　何が問題かというと、社会人リーグの選手たちは１年ごとに間
違いなく一つ年をとるのですが、大学のチームは選手が入れ替わ
るだけで年を取らないのです。学年が上がれば、トップチームに
行ってしまうのですから。そういう問題に対して、県社会人連盟
としては自分たちではどうしようもできないグラウンドをお借り
していることから「これでよし」とするのかどうかということです。
　個人的な希望としては、大学側でＢチームを県大学リーグの２
部に入れてもらい、Ｃチームを３部に入れるというリーグを作っ
てもらえるといいなと思っています。
　あと自治体については、さいたま市役所は県２部リーグ、川口
市役所、所沢市役所、川越市役所は市民リーグに入ってもらって
います。
　要は、社会人と大学の関係を考え直す時期に来ているのかな

と思うのです。社会人連盟としてはグラウンドをお借りしていて
“おんぶにだっこ”状態でいいのか？大学連盟としても学生たちが
試合できる場を求めるならば、自分たちでリーグを改革する必
要性があるのではないかということです。
　社会人連盟としては、いきなり大学チームを除外することはな
いのですが、「○年度からは１年生の社会人登録はできません」
とすれば、４年後には社会人リーグから大学のチームは無くなっ
てしまうことでしょう。
植松　その考えは、私自身としてはクラブフェニックスがお世話
になっていますから、理解できています。以前から、大学に入学
しながら、そのまま社会人リーグに登録するというのはおかし
いと思っていました。大学のチームとしても、選手を育てるとい
う面で県社会人連盟に“おんぶにだっこ”していただいているの
です。
　別の視点から考えると、大学としては少子化で複数のチーム
が都内の本校に戻ることになり、埼玉から離れることになって
います。また県内の大学でも部員数が少ないとのことでリーグ
戦への参加を辞退しているところもあります。全体的に見れば、
チーム数が減っているというのが現状です。その反面、部員を多
く抱えている大学もある訳で、埼玉県内の大学だけではなく関
東の都県でどうすればいいのかと模索しているところです。そこ
で社会人連盟に登録させてもらっていますが、それは本来の姿
ではないのです。
　学生たちが大学を卒業して、社会人チームに入ってくれると社
会人リーグも活性化すると思いますし、もっと繋がりができると
思うのですが、現実的にはまだまだですね。

両者が“おんぶにだっこ”状態
——まず大学ですが、関東の大学はＢチームをＩリーグ（インデ
ィペンデンスリーグ）に参加させて、運営を含めて独自に強化
しています。大学によってはＩリーグで十分というところもある
でしょうし、Ｉリーグだけでは足りないというところもあって、
社会人リーグに登録していますね。そして社会人連盟としては、
やはりグラウンドの問題ですね。市町村で天然芝や人工芝の
グラウンドを所有しているところは少なく、あっても貸し出し
をしているところはさらに少ないのが現状です。それが大学の
恵まれた人工芝グラウンド——雨にも強いというのは、非常に
心強い味方ですね。どちらにしても、“おんぶにだっこ”という
よりも“痛しかゆし”というところでしょうか。

富岡　近年、社会人リーグに加わっている東京国際大学や尚美
学園大学のサッカー部 OBが、県内の関東リーグや県リーグの
チームに登録して活躍してくれています。以前はそういうことが
ありませんでしたから、県社会人連盟から見たら大きなプラスに

強化？グラウンド確保？社会人リーグを１種リーグに
〜１種委員会座談会〜

彩の国カップ・会長杯決勝　ACアルマレッザ飯能 vs FC TIU
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なっています。実際、川口 SCにも尚美学園大学の OBが加入
してくれていますので、２つの大学に関しては社会人チームに恩
恵を与えてくれています。またそれ以外の大学でも、積極的に社
会人チームと練習試合をしてくれていることに感謝しています。
それ以上に大学を卒業してもサッカーを続けてくれるというのは
ありがたいことなのです。
　その反面で、毎日のように練習している大学生チームを相手に
大敗してしまう社会人チームがあり、モチベーションが下がって
しまうという話も聞かされます。実際「大学生とはやりたくない」
というチームもあります。こちらとしてはチームそのものが無く
なってしまうようでは困るのです。
　そこで、一つの落としどころとして考えているのは、県社会人
リーグを「１種リーグ」にするということです。これだと社会人チ
ームにとっては強化になると思うのです。ただ、これを関東社会
人連盟、全国社会人連盟が認めてくれるかどうか。今後、関東
サッカーリーグも“大学リーグ”になる可能性があるのですから、
関東も全国も真剣に考えなければならない問題です。
植松　その話は理解できますし、「１種リーグ」という提案は面
白いと思います。
　一昨年まで年明けに「県１種選手権大会」を開催していました。
これは悪くない試みでしたが、開催する時期的な問題もあり、
無くなってしまいました。それだけに、リーグそのものを変えて、
社会人と大学が交流できるというのは魅力的です。
　大学としては「ここならば選手を見てもらえる」という社会人
チームがあるのはありがたいものです。手を取り合って、ではあ
りませんが、お互いで自分たちのウィークポイントを埋められる
といいですね。

県から関東、そしてＪＦＬへ
——富岡さん、この話は県社会人連盟では話題に上がっている
ことでしょうか。

富岡　まだ、あまり話題にしていません。現状としてはグラウン
ド面で大学さんにお世話になっていることから「大学も社会人登
録してもいいじゃないか」いう人が多いと思われます。しかし、グ
ラウンドを理由にして登録してもらうというのはおかしな話です。
　また、自分が２０歳の頃と今の２０歳の大学生を比べると、Ｂチ
ームの一員だとしても、こうやって試合ができる場があって楽し
いだろうと思います。でも関東大学リーグのことを考えると、社
会人登録ではなく大学登録でいて欲しいのです。
　あと、この１０年で埼玉県から関東リーグに昇格して定着して
いるチームが大成シティ坂戸 FC（関東２部）だけなんですね。ア
ルマレッザ飯能（今年からアルマレッザ入間）、与野蹴魂会やパ
イオニア川越が昇格しましたが、県リーグに戻っています。難し
いのです。そんな中、大学生チームは補充ができますから、ど
んどん関東リーグに昇格してくれるのはいいのですが、大学生チ
ームばかりが関東リーグに行くというのも問題です。

——振り返れば、１０年前には県社会人連盟の役員の皆さんと
大学の監督やコーチが顔を合わせる場はありませんでしたね。

植松 富岡　そうですよ。
富岡　ここまで県社会人連盟と大学がやってきたことは間違って
いないと思うのです。共栄大学が春日部市民リーグに参加してく
れたので、我々としては共栄大学のことを知るようになったので
すから。
　そういえば、尚美学園大学の監督に加茂さん（周氏。元日本
代表監督）が就任してから「尚美って何？」という話になって、そ
こから県の大学は活性化されたんですよね。県の大学チームに
は、もっと関東大学リーグに昇格してほしいですね。

——県社会人連盟からは、このようにいろいろな要望が出てき
ました。逆に大学連盟側から県社会人連盟に対して要望はあ
りませんか？

植松　関東大学リーグへの昇格の話が出ましたが、社会人チー
ムにも関東サッカーリーグの１部、２部にもっとチームが昇格し
て、定着してほしいですね。そしてＪＦＬを目指してほしいと願っ
ています。県からであれば、大学チームではなく、社会人のチー
ムがＪＦＬに行ってくれると応援したくなりますね。それは大学
側から言えば、やはり卒業していく選手たちを見てもらいたいで
すし、大学生だけでなく県内の子どもたちの目標になるからです。
レッズ、アルディージャの後の埼玉はどうなのか？という話をよ
く耳にしますが、純粋な社会人チームが続いて行ってほしいもの
です。
　ただ社会人チームからは、補強がスムーズにできないという
声を聞きます。実際、学生は仕事ありきでチームを選んでいる
のが現状です。こちらとしては、サッカーを続けるのであれば挑
戦してほしいと願っていますが、なかなかままならないところで
す。大学で活躍した選手が社会人チームでも活躍してくれると、
県全体的に盛り上がってくれると思いますね。
富岡　就職の斡旋をしているチームは強化できていますし、大
学と繋がっている社会人チームも強化できていますね。
　県社会人連盟としては、埼玉県からＪＦＬに昇格できるチーム
が出て来てほしいと願っていますし、それが目標です。これは１
種としてもそうだと思います。そこで思うのは、チーム強化を考
えたときに、今の社会人チームだけでの県リーグからではＪＦＬ
は遠いと思いますし、大学生チームを混ぜたほうが県リーグから
関東サッカーリーグに上がるチームは増える可能性があるとい
うことです。

——１種のチームには、子どもたちに夢を持たせる責任がある
と思います。

富岡　人を育てる義務があると思いますし、まだ可能性のある
選手を掬うという役割もあります。
植松　富岡さん、ご指導ください。
富岡　いやいや、こちらこそ。

——また、こういう場を持ちましょう。引き続き、よろしくお
願いします。

富岡孝三氏（左）と植松孝博氏（右）

天皇杯埼玉県予選準決勝　東京国際大学 vs ACアルマレッザ飯能
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決勝　東京国際大学体育会サッカー部 vs FC TIU

優勝　正智深谷高校サッカー部

準決勝　FC TIU vs 平成国際大学サッカー部 

準決勝　東京国際大学体育会サッカー部 vs AC アルマレッザ飯能

３種
第１８回埼玉県ユース（U−１３）サッカー選手権大会
２月６日〜３月５日　秋葉の森総合公園サッカー場他

※クマガヤＳＣが優勝

坂戸ディプロマッツ

熊谷市立妻沼東・三尻中学校

フェスタFC

越谷市立千間台中学校

大宮アルディージャ

越生・毛呂山中学校

クマガヤSC

草加市立川柳中学校

GRANDE FC

行田市立忍中学校

FC ASAS 上尾

さいたま市立土合中学校

FC LAVIDA

川口市立戸塚西中学校

HAN FC

所沢市立北野中学校

クマガヤSC
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大会記録●県内大会
１種・社会人
平成２８年度彩の国カップ　第２１回埼玉県サッカー選手権大会
３月1３日、２０日　埼玉スタジアム第４グラウンド他

準決勝	 東京国際大学体育会サッカー部	 ３−０	 ACアルマレッザ飯能
	 FC TIU	 １−１	 平成国際大学サッカー部
	 	（４PK２）

決勝	 東京国際大学体育会サッカー部	 ３−１	 FC TIU
※東京国際大学は２年連続４回目の優勝。第９６回天皇杯全日本サッカー
選手権大会の埼玉県代表となりました。

１種・大学
平成２８年度アミノバイタルカップ　２０１６第５回関東大学サッ
カートーナメント大会 兼
総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント埼玉県大会
４月３日〜２４日　城西大学グラウンド他

※優勝の城西大学他上位３チームが５月に茨城県で行われるプレーオフ
（都県予選）に出場します。

２種
平成２８年度関東高校サッカー大会埼玉県予選
４月１６日〜３０日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

※正智深谷高校が２年
ぶり３回目の優勝。正智
深谷高校、昌平高校は第
５９回関東高校サッカー
大会（千葉県）に出場し
ます。

決勝　正智深谷 vs 昌平
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埼玉大学
獨協大学
共栄大学

尚美学園大学
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優勝　大宮アルディージャジュニア　（写真提供：大宮アルディージャ）

女子
キヤノン ガールズ・エイト 第１３回JFA地域ガールズ・エイト

（U−１２）サッカー大会
３月５日、６日　ひたちなか市総合運動公園陸上競技場他

第２７回全国レディースサッカー大会
３月１９日〜２１日　時之栖スポーツセンター

●１位トーナメント
１回戦	 UILANI FC	 ０−０	 FC BB
	 	（４PK２）

３位決定戦	トナカイレディースF.C.（九州１/福岡）	 ２−１	 FC BB
決勝	 東京アルテミスSC（関東２/東京）	 ０−０	 UILANI FC
	 	（０PK３）

※UILANI FC は初優勝

●決勝トーナメント
準決勝	 埼玉県U−１２選抜TC	 ２−０	 東京選抜 SAKURA
決勝	 埼玉県U−１２選抜TC	 ０−０	 東京選抜 SUMIRE
	 	（３PK２）
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●１次リーグ

 順位 グループA 

 １ 茨城Tiara U－１２

 ２ 埼玉県U－１２ 選抜SP

 ３ 東京都選抜 YURI

 ４ 神奈川県TC U１２リヤン
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 順位 グループC 

 １ 埼玉県U－１２ 選抜DX 

 ２ 千葉県トレセンU－１２ イエロー

 ３ 東京都選抜 AYAME

 ４ 群馬県トレセン女子U１２ レッド

勝点

９

６

３

０

勝

３

２

１

０

分

０

０

０

０

負

０

１

２

３

得点

２７

２１

４

０

失点

０

２

１６

３４

差

＋２７

＋１９

－１２

－３４

 順位 グループD 

 １ 神奈川県TC U１２バンデ 

 ２ 東京都選抜 SAKURA 

 ３ 埼玉県U－１２選抜UT 

 ４ 千葉県トレセンU－１２ネイビー 

勝点

９

４

３

１

勝

３

１

１

０

分

０

１

０

１

負

０

１

２

２

得点

１９

２

１

１

失点

０

４

６

１３

差

＋１９

－２

－５

－１２

 順位 グループE 

 １ 埼玉県U－１２ 選抜TC 

 ２ 栃木県選抜U－１２「海」 

 ３ 千葉県トレセンU－１２ ピンク 

 ４ 茨城Flora U－１２

勝点

７

７

1

１

勝

２

２

０

０

分

１

１

１

１

負

０

０

２

２

得点

８

２

０

０

失点

０

０

３

７

差

＋８

＋２

－３

－７

●１次リーグ

 順位 グループA 

 １ 茨城Tiara U－１２

 ２ 埼玉県U－１２ 選抜SP

 ３ 東京都選抜 YURI

 ４ 神奈川県TC U１２リヤン

勝点

７

６

３

１

勝

２

２

１

０

分

１

０

０

１

負

０

１

２

２

得点

５

６

２

２

失点

３

３

４

５

差

＋２

＋３

－２

－３

 順位 グループC 

 １ 埼玉県U－１２ 選抜DX 

 ２ 千葉県トレセンU－１２ イエロー

 ３ 東京都選抜 AYAME

 ４ 群馬県トレセン女子U１２ レッド

勝点

９

６

３

０

勝

３

２

１

０

分

０

０

０

０

負

０

１

２

３

得点

２７

２１

４

０

失点

０

２

１６

３４

差

＋２７

＋１９

－１２

－３４

 順位 グループD 

 １ 神奈川県TC U１２バンデ 

 ２ 東京都選抜 SAKURA 

 ３ 埼玉県U－１２選抜UT 

 ４ 千葉県トレセンU－１２ネイビー 

勝点

９

４

３

１

勝

３

１

１

０

分

０

１

０

１

負

０

１

２

２

得点

１９

２

１

１

失点

０

４

６

１３

差

＋１９

－２

－５

－１２

 順位 グループE 

 １ 埼玉県U－１２ 選抜TC 

 ２ 栃木県選抜U－１２「海」 

 ３ 千葉県トレセンU－１２ ピンク 

 ４ 茨城Flora U－１２

勝点

９

４

４

０

勝

３

１

１

０

分

０

１

１

０

負

０

１

１

３

得点

１２

３

２

０

失点

０

１

５

１１

差

＋１２

＋２

－３

－１１

●予選リーグ

 順位 グループC 

 １ UILANI FC（関東１/埼玉）

 ２ モゼーラ鹿児島（九州２/鹿児島）

 ３ 長野フレンズ（北信越/長野）

 ４ 水沢ユナイテッドFC（東北１/岩手）

勝点

７

６

４

０

勝

２

２

１

０

分

１

０

１

０

負

０

１

１

３

得点

５

５

３

５

失点

３

３

４

８

差

＋２

＋２

－１

－３

 順位 グループD 

 １ FC BB（関東４/埼玉）

 ２ 鳥取レディース（中国２/鳥取）

 ３ 愛媛県選抜（四国２/愛媛）

 ４ 清水FCレディース（東海/静岡）

勝点

６

３

０

勝

２

１

０

分

０

０

０

負

０

１

２

得点

５

６

４

失点

３

６

６

差

＋２

±０

－２

●２次リーグ

 順位 1　組 

 １ 埼玉県U－１２ 選抜TC

 ２ 千葉県トレセンU－１２イエロー

 ３ 茨城Tiara U－１２

勝点

４

４

０

勝

１

１

０

分

１

１

０

負

０

０

２

得点

５

３

２

失点

４

２

４

差

＋１

＋１

－２

 順位 3　組 

 １ 栃木県選抜U－１２「海」

 ２ 東京都選抜 TSUBAKI

 ３ 埼玉県U－１２ 選抜DX

勝点

６

３

０

勝

２

１

０

分

０

０

０

負

０

１

２

得点

５

４

０

失点

０

２

７

差

＋５

＋２

－７

 順位 4　組 

 １ 東京都選抜 SUMIRE

 ２ 神奈川県TC U１２ バンデ

 ３ 埼玉県U－１２ 選抜SP

JA全農杯チビリンピック２０１６小学生８人制サッカー大会
５月３日〜５日　日産スタジアム他

●１次ラウンド・グループＡ
	 松本山雅FC	 ０−４	 大宮アルディージャジュニア
	 北海道コンサドーレ札幌	 １−２	 大宮アルディージャジュニア
	 ディアブロッサ高田	 １−４	 大宮アルディージャジュニア
	 屋島FC	 ０−６	 大宮アルディージャジュニア
※大宮アルディージャジュニアがグループ１位
●決勝トーナメント
準決勝	 大宮アルディージャジュニア	 ２−２	 ソレッソ熊本U12
	 	 ５PK４

決勝	 大宮アルディージャジュニア	 ２−０	 JACPA東京FC
※大宮アルディージャジュニアは初優勝

大会記録●県外大会
４種
JA全農杯チビリンピック２０１６小学生８人制サッカー大会 in 関東
３月１９日、２０日　前橋総合運動公園他

●１位・２位トーナメント
準々決勝	大宮アルディージャジュニア	 １−０	 横浜F・マリノスプライマリー
	 ともぞうサッカークラブ	 １−４	 レジスタFC
準決勝	 ヴァンフォーレ甲府U１２	 １−１	 大宮アルディージャジュニア
	 JACPA東京FC	 ３−１	 レジスタFC
決勝	 大宮アルディージャジュニア	 １−１	 JACPA東京FC
 	 	 (１延長０) 

※大宮アルディージャジュニアが本大会へ出場します。

順位

１

２

３

４

勝点

７

５

３

１

勝

２

１

１

０

分

１

２

０

１

負

０

０

２

２

得点

４

３

１

１

失点

１

２

２

４

差

＋３

＋１

－１

－３

Bグループ

大宮アルディージャジュニア

ファナティスコ

鹿島アントラーズつくば

府中新町FC

順位

１

２

３

４

勝点

７

７

３

０

勝

２

２

１

０

分

１

１

０

０

負

０

０

２

３

得点

６

６

２

２

失点

０

１

８

７

差

＋６

＋５

－６

－５

Cグループ

JACPA東京FC

レジスタFC

ばらきSC

Uスポーツクラブ

●予選リーグ
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インフォメーション
●技術委員会より
２０１６年度 JFA４７FA インストラクター紹介
高島　敏之	 桑原　一郎	 笹川　智久	 菊原　伸郎
石﨑　聡之	 市川　貴史	 大石　裕弘	 岡本　武行
伊東　真吾	 河合　一武	 川本　竜史	 小牧　裕介
小松　　工	 小茂田佳郁	 佐藤　勝彦	 猿山　　誠
塩田　憲一	 鹿野　　守	 高田　優二	 高橋　清史
土橋　正樹	 西川　誠太	 橋本　政広	 福田　直史
前田　秀樹	 元井　　淳	 山﨑　　稔	 山崎　茂樹
山原　伸治	 山本　　大	 吉田　　巡	 村松　　浩

２０１６年度（公財）日本サッカー協会公認Ｃ級コーチ養成講習会
①７月３日、９日、１０日、１６日、１８日、３０日、３１日の７日間
②８月５日、６日、７日、１２日、１３日、１４日、１５日の７日間
③予定：１１月１９日、２０日、２６日、２７日、１２月４日、１０日、２４日
　の７日間
受講資格／２０１６年３月３１日現在、満１８歳以上であり、埼玉県登

録チームで指導をされている方または、埼玉で指導者
を目指している方。

定　　員／各コース４０名（受講者が２０名未満の場合は開催中止
となります。）

会　　場／①埼スタ４Ｇ（７/９鴻巣高校）
	 ②尚美大学Ｇ
	 ③埼スタ４Ｇ
受 講 料 ／￥３３,０００

●JFAガールズサッカー
フェスティバル開催
　２月７日、埼玉スタジアム
第４グラウンドにて「JFAガ
ールズサッカーフェスティバ
ル」が開催されました。７５人
もの子どもたちが集まり、ク
リニックとゲームを楽しみま
した。いい環境で練習をした
経験は、モチベーションにも
繋がることでしょう。来年も
多くの子どもたちに参加して
ほしいと願っています。

　まずは、平成２８年熊本地震でお亡くなりになられた皆様のご冥福をお
祈りすると同時に、被災された皆様が一日でも早く安全・安心な生活に
戻られることを願っております。現状、熊本だけでなく大分にも被害が広
がり、大きな余震が続いています。熊本県サッカー協会のホームページ
を拝見すると様々な試合、事業が中止や延期を余儀なくされており、心
が痛みます。東日本大震災もそうでしたが、災害は他人事ではないのです。
サッカーができる幸せと、応援できる幸せを感じながら、熊本・大分の
皆さんにできることをしていきたいものです。
　実際にサッカーどころではないと思いますが、ストレスが身体を蝕ん
でいきます。エコノミークラス症候群とも呼ばれる肺塞栓（そくせん）症
によって亡くなられた方もいらっしゃいますし、深刻な状況になっていま

編 集
後 記

す。こういうときだからこそ、少しでも体を動かして活力を蓄えてほしい
ものです。これからが長期戦であり、タフなハートと体力が求められるこ
とでしょう。そんな中、巻誠一郎選手（ロアッソ熊本）が自ら経営してい
るフットサルコートを無料開放したというニュースが入ってきました。スト
レスがたまった子どもたちに活用してもらい、スポーツを楽しむ子どもた
ちの笑顔で熊本を元気にしてほしいものです。
　さて、リオデジャネイロ五輪の組み合わせとロシアワールドカップのア
ジア最終予選の組み合わせが決まりました。代表チームの活躍は、復興
の後押しとなるはずです。応援することで活力も生まれると信じています。
さぁ、埼玉からしっかり盛り上げていきましょう！（荒川）

2016年予定一覧

 ２０１６年度（公財）日本サッカー協会公認Ｄ級コーチ養成講習会 
開催要項
１コース	：	  ６月１２日、１９日の２日間（通い型）
２コース	：	 ７月１６日、２３日（土）の２日間（通い型）
３コース	：	１０月２２日、３０日（日）の２日間（通い型）
受講資格／２０１６年３月３１日現在、満１８歳以上であり、埼玉県登

録チームにおいて指導をされている方または、埼玉で
指導者を目指している方。

定　　員／各コース４０名（受講者が２４名未満の場合は開催中止と
なります。）

会　　場／１コース・３コース：埼玉スタジアム第４Ｇ及び会議室
２コース：鴻巣高校及び鴻巣上谷サッカー場

受 講 料／￥１５,０００

 ２０１６年度 JFA公認指導者 リフレッシュ研修会は順次開催して
おります。
詳細はSFA公式ウェブサイトでご確認ください。

●審判委員会より
　埼玉県サッカー協会の登録審判員で、技術と資質の向上に意欲
がある方でしたらどなたでも参加できます。事前の申込は必要あ
りません。審判手帳をご持参の上、直接会場へおいでください。
雨天でも基本的に行います。また、インストラクターの方のご参
加もお待ちしております。

レフェリートレセン予定一覧
 ３月 ５日（土）
 ４月１

１
６日

日
（土）

５月 ４ （土）
 ６月 １１日（土）、１２日（日）

（土）、１６日（日）

 ７月２日（土）  
 ８月
  ９月２４日（土）
１０月１５日
１１月 ３日（木・祝）
１２月 ３日（土）
 １月２１日（土）
 ２月
 ３月１１日（土）

シーズン開幕前研修会

シーズン開幕前研修会

レフェリートレセン
レフェリートレセン
上級審判員研修会

レフェリートレセン
レフェリートレセン

レフェリートレセン
強化審判員研修会
レフェリートレセン
レフェリートレセン
レフェリートレセン
レフェリートレセン

ソニックシティ
道満Aグラウンド
道満Aグラウンド
未定

各試合会場
上尾南高校グラウンド・体育館

道満Aグラウンド
未定
上尾南高校グラウンド・会議室
未定
上尾南高校体育館（予定）
各試合会場
未定

プレゼンテーション他
実技
実技

実技
インターハイ予選２回戦 ラウンド１６

実技研修（高校選手権予選）
実技
未定
実技
講演会
実技
実技研修（高校新人大会）
未定

１４：３０～１７：００

１０：００～１２：００
 未定

 未定

 未定
 未定

   －

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１７：００～１９：００
 未定


